
オンライン授業検証実験のお礼とお知らせ 
令和 3年（2021 年）6月４日 

5 月 27 日（木）・28日（金）の 2 日間にわたって、ご家庭でのインターネット設定作業や、オンライン授業

の実験を実施するにあたり、保護者の皆様のご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。おかげさ

まで、実験は無事終了しました。できることなら避けたい状況ではありますが、今後、学級閉鎖や学年閉鎖、

学校閉鎖などの事態が起きた時の対応を検証することができました。 

今回の実験を終え、以下のような結果と傾向がありましたことをご報告いたします。また、自宅への持ち帰

り時の対応などにつきましても、併せてお知らせいたしますのでご覧ください。 

１ 接続結果 

Wi-Fi 設定 
接続機器の確認 

アンケート調査に基づき、各家庭の Wi-FI 設定と、接続するための機器の選択を実施しました。 
 

◇タブレット端末の持ち帰りを希望した家庭（生徒）は、308 名 

※モバイルルータの貸出しを希望した家庭（生徒）は、当日欠席者を除き 11 名 

※諸事情により、当日急遽モバイルルータを利用することになった生徒は 4 名 

◇自宅のパソコン等を利用することを希望した家庭（生徒）は、145 名 

オンライン授業 

自宅から、各学級のクラスルーム内に設置した Google Meet へ参加してもらいました。 

◇つながった家庭（生徒）は、390 名 

◇モバイルルータを使ってつながった家庭（生徒）は、15 名 

◆つながったものの、不安定（音声や映像×など）な状態だった家庭（生徒）は、13 名 

※つながったものの、不安定な状態だった家庭（生徒）の主な理由 

   ・家のパソコンからのアクセス時、音声または画像またはその両方がつながらなかった 11 名 

   ・その他 2 名 

◆つながらなかった家庭（生徒）は、7 名 

※つながらなかった家庭（生徒）の主な理由 

・家のタブレット端末でつなごうとしたが、うまくいかなかった 

（クラスルームまでは入ることができたが、Google Meet には参加できなかった）4 名 

・家で利用している Wi-Fi ルーターが事情により使えなかった 1 名 

・操作がうまくいかなかった 1 名 

・そのほか 1 名 

◆今回参加しなかった（欠席、家の用事等）家庭（生徒）は、28 名 

 

【裏面へ続く】 



２ 実験の結果から、今後に向けて… 

   今回の実験の結果、やはり、つながらなかった場合や、不安定な場合の要因が、自宅の機器を利用した

場合に集中していることがわかりました。今後は、学校で利用しているタブレット端末を持ち帰って利用

してもらうことが、接続トラブルなどを回避する有効な手段と考えます。 

   もちろん自宅の機器でもうまく接続できた家庭もありましたので、全員が持ち帰る必要はないと思い

ますが、ほぼ毎日利用している学校用のタブレット端末は使い勝手に慣れていることもあるため、可能な

限り持ち帰りをして利用してもらうことが望ましいと考えています。 

   今回の実験では申請を行わなかったご家庭は、学校用タブレット端末の持ち帰りも選択肢としてでき

るようにするために、是非申請をしておいていただけるとよいと思います。（追加申請は随時受け付けて

います。用紙が必要な方は担任までお申し付けください。） 

 

３ 今後の予定 

この先、学級閉鎖・学年閉鎖・学校閉鎖（臨時休校）を実施する場合は以下のような対応を現在検討

中です。 

 

◇必要な人は学校用タブレット端末および貸出し用モバイルルータを持ち帰る（申請が必要です） 

◇学びを止めないため、また仲間との繋がりを大切にするため、更には自宅で過ごす中で規則正しい生

活習慣を維持するために、以下のようなことを実施する予定です。（現在準備中です。実施する際は

改めて詳細をお知らせする予定です。また、学級・学年閉鎖の場合は基本的に「出席停止」となるた

め、正式な「授業」および「出席」の扱いにはなりません。） 

 

【現在検討中の主な実施内容】 

１ 健康観察記録の入力（既に毎朝学校で実施している、タブレットによる入力作業です） 

２ 8：30 頃から 10 分程度の「朝学活」の実施（Google meet によるオンライン） 

３ 各教科の課題提示、資料提示、映像提示などを利用した自宅学習 

    ※教科によって取り組む内容や取り組み方は異なりますが、基本的に「クラスルーム」内で指示や    

課題提示を行うことになります。 

    ※オンラインや動画配信など、データ使用量が増えるものについては、極力避けていく予定です。 

    ※臨時休校の場合は、時間割を設定し、そのスケジュールに沿って進める予定です。 

４ 札幌市教育委員会より発信されている「さっぽろっ子学習サポートシステム」の活用 

 ※必要に応じて、各教科の課題として活用する予定です。 

 

 

また、家族の感染による出席停止や本人の感染による出席停止などの場合については、個別に対応で

きる事柄を実施する予定です。 

 


